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日本病院薬剤師会主催の「薬剤師のための臨床研究セミナー」は 2010 年度より開催しており、今年で 5

年を迎えます。このような中「疫学研究に関する倫理指針」と「臨床研究に関する倫理指針」が統合さ

れることになり、新たに「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の制定に向け、先般、パブリ

ックコメントが発出され、間もなく新指針が施行されることになっています。そこで、薬剤師の臨床研

究の実態を踏まえ、本研修会において、どこよりも早く新指針のポイントを解説します。他方、病棟・

外来・在宅における薬剤師業務の拡充に伴い、薬物療法の有効性、安全性の向上が図られています。今

以上にその向上に寄与するためには、臨床研究を通して、その成果を社会に発信する必要があり、それ

には臨床研究の方法論やデータマネジメントなど必要な知識を幅広く習得する必要があります。そこで、

一昨年度以降、参加者より高い評価を得ている研究計画の立案のプロセス、臨床研究デザインと統計等

の講義に加え、薬剤師の視点による臨床研究の企画・立案・実施・公表のポイントについて実例を交え

解説します。また、薬学部臨床系教員や薬局薬剤師等、様々な場面で活躍する薬剤師と共同で臨床研究

を実施するためのコツやノウハウ、さらに介入を伴わない臨床研究の代表例の一つである製造販売後調

査に対する薬剤師のアプローチの一例をご紹介します。 

 これまで臨床研究の企画・立案・実施・公表は、殆ど医師だけに任せ、薬剤師は主として支援するだ

けの立場でした。今後は、安全かつ効果的な薬物療法を推進すべく、薬剤師も臨床研究のスキルを身に

付ける必要があります。病院薬剤師、薬学部臨床系教員、薬局薬剤師の皆様の多数のご参加を心よりお

待ちしております。 

 

2014 年 10 月 

日本病院薬剤師会 臨床研究推進委員会 

委員長 早狩 誠  

 

本セミナーは、どなたでも受講できます。受講受付は先着順とし、定員（３００名）に達しました

ら、締め切らせていただきます。 

 申し込み詳細は、https://www.jshp.jp/2014rinshoukenkyu/ 



日本病院薬剤師会主催 

「病院・薬局薬剤師・薬学部臨床系教員のための臨床研究セミナー2014」 

プログラム（予定） 

開催日時 平成 26年 11月 22 日（土） 午前 9時 20 分～午後 5時 20 分 

会  場 品川フロントビル会議室（東京都港区港南 2-3-13 品川フロントビルＢ１階） 
 

（敬称略、演題名は仮題） 

 

 9:20- 9:25 開会挨拶 臨床研究推進委員会委員長 早狩 誠 

 9:25-10:05 新指針対応へのポイント  

  国立病院機構東京医療センター 臨床研究センター 近藤 直樹 

10:05-10:45 クリニカルクエスチョンからリサーチクエスチョンへ 

  慶應義塾大学 薬学部 講師 松嶋 由紀子 

10:45-10:55 （ 休 憩 ） 

10:55-11:35 リサーチクエスチョンを構造化抄録にまとめるためのノウハウ 

  昭和薬科大学 医療薬学教育研究センター 准教授 渡部 一宏 

11:35-12:15 病棟薬剤師業務のアウトカム 岐阜大学医学部附属病院 薬剤部長 伊藤 善規 

12:15-13:15 （ 昼 食 ） 

13:15-13:45 薬局薬剤師との連携 フロンティア薬局本宮店/滋賀県薬剤師会 松尾 陽介 

13:45-14:15 薬学部臨床系教員との連携 帝京平成大学 薬学部 教授 濃沼 政美 

14:15-14:45 製造販売調査も薬剤師が関与する大事な臨床研究 

  山口大学医学部附属病院 薬剤部 有馬 秀樹 

14:45-15:00 （ 休 憩 ） 

15:00-15:40 病院薬剤師の臨床研究はここまで来た！ 

  静岡県立大学 薬学部 助教 辻 大樹 

15:40-16:40 臨床研究デザインと統計手法 横浜市立大学 大学院医学研究科 教授 山中 竹春 

16:40-16:50 （ 休 憩 ） 

16:50-17:20 総合討論 臨床研究推進委員会副委員長 近藤 直樹 

  臨床研究推進委員会委員 渡部 一宏 

17:20 閉会挨拶 臨床研究推進委員会副委員長 伊藤 善規 

※なお、演題名や演者等が変更となる場合がございますので、予めご了承ください。 
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